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1. 実数列に関するBolzano-Weierstrassの定理を述べよ．

2. (X, d) を距離空間とする．K ⊂ X (K ̸= ∅) が点列コンパクトであることの定義を述べよ．

3. (X, d) を距離空間，K ⊂ X (K ̸= ∅)は点列コンパクトであるとする．A ⊂ K が A ̸= ∅ であり，
閉集合であるならばA も点列コンパクトとなることを証明せよ (Hint: {xn} を A の任意の点列
とすると，A ⊂ K であるから {xn} は K の点列でもある．K は点列コンパクトだから...あと
閉集合の点列を用いた必要十分条件も思い出そう)．

4. (X, d) を距離空間，K ⊂ X (K ̸= ∅)が全有界であることの定義を述べよ．

5. (X, d) を完備距離空間とするとき，K ⊂ X (K ̸= ∅) が点列コンパクトであるための（授業で述
べた）必要十分条件を述べよ．

6. 距離空間の空でない点列コンパクトな部分集合上で定義された連続関数に関して授業でやった定
理を述べよ．

7. X を要素が無限個ある集合とし，d を X 上の離散距離とする．X の要素が無限個である任意
の部分集合は有界であるが全有界ではないことを確かめよ (Hint：(1)離散距離とは？(講義資料
第１回)(2) d が離散距離のとき B1/2(x) =?，(3)全有界だとしたら ε = 1/2 として何が成り立つ
はず？)．

8. (X, d)を距離空間とし X の点列 {xn}はCauchy列であるとする．もし {xn}のある部分列 {xnk
}

が収束するならば，その極限を x∞ とするとき {xn} も x∞ に収束することを示せ．

9. (X, d) はコンパクトな距離空間とする．このとき (X, d) は完備距離空間であることを示せ (Hint

8 の結果を使う．)．

10. (X, d) を距離空間とし，A ⊂ X (A ̸= ∅) を全有界とする．このとき次を示せ：A も全有界で，特
に，任意の ε > 0 に対し，有限個の a1, · · · ap ∈ A (A でなく)が存在して

A ⊂
p∪

i=1

Bε(ai)

が成り立つ (Hint:
p∪

i=1

Ai =
p∪

i=1

Ai が成り立つ．また，A ⊂ B ならば A ⊂ B が成り立つ)．
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